
市営野庭住宅（Ｉ・Ｊ街区）建替事業について 

 

１ 趣旨 

  老朽化の進む市営住宅の再生及び野庭地域の活性化のため、市営野庭住宅のうち、野庭

住宅・野庭団地の玄関口に位置するＩ・Ｊ街区について、先行して建替えを実施します。 
また、今回の建替事業はＰＦＩ事業を想定しています。 

 
２ 計画概要 

（周辺図）                （現況航空写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ｊ街区 Ⅰ街区 

敷地面積 25,428.57㎡ 8,729.85㎡ 

整備戸数 約 370戸 約 130戸 

構造種別 鉄筋コンクリート造 

付帯施設 集会所、駐車場、駐輪場等 

余剰地創出 約 5,000㎡ ― 

 

３ 事業手法の比較 
 直接発注 ＰＦＩ 

概要 
・設計、施工等を分離・分割発注 ・民間事業者に設計、施工等を一括

で性能発注 

事業者の 

参画機会 

・多くの事業者、特に市内事業者の

参画機会が確保されやすい。 

・事業規模が大きいため、 

参画事業者が少なくなる。 

コスト・ 

スケジュール 

・民間ノウハウの活用は限定的 

・分離・分割発注による経費増 

・民間ノウハウ活用による合理化 

・一括発注による経費縮減 

財政負担 

・原則、整備後に費用を一括で 

支払う。 

・事業方式によっては割賦払いに

よる整備費の平準化や国費の積

極的導入が可能 

余剰地活用 
・別途、売却や貸付等による一般的

な財源化を図る。 

・建替事業によるまちづくりとの

一体的な総合提案が期待できる。 

 

 

 

４ 事業方式 

本事業をＰＦＩ事業とすることで、民間ノウハウを活用しコスト、スケジュールの合理

化等を図ります。また、規模や方式が異なる２つの事業に切り分け、市内企業の参画に配

慮することで、ＰＦＩの浸透・啓発を目指します。 
【Ｊ街区】割賦払いによる整備費の平準化や、家賃対策補助金の活用により高いＶＦＭ 

（ＰＦＩの採用による財政負担の削減割合）が期待できるＢＯＴａ方式とします。 
【Ｉ街区】市内事業者が主体となって参画できるよう特に配慮し、維持管理業務を含めな

いＢＴａ方式とします。 

 

５ 想定スケジュール 

(1) 事業者選定スケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 事業スケジュール 

 
 
 
 
 
 
 

   Ｊ街区 Ⅰ街区 

事業方式 ＢＯＴａ方式 ＢＴａ方式 

事業内容 

施設整備（Build） 

施設維持管理（Operation) 

所有権移転（Transfer） 

住民移転支援(assist) 

余剰地活用【付帯事業】 

施設整備（Build） 

 

所有権移転（Transfer） 

住民移転支援(assist) 

想定 

財政負担額 

（現在価値） 

直接発注 ＰＦＩ 直接発注 ＰＦＩ 

約 88億円 

（約 72億円） 

約 68億円 

（約 54億円） 

約 31億円 

（約 25.2億円） 

約 30億円 

（約 24.4億円） 

想定ＶＦＭ 約 24.5％ 約 3.1％ 

建築・都市整備・道路委員会 
令 和 ６ 年 ９ 月 1 7 日 
建 築 局 

 

上永谷駅 

Ｊ街区 

徒歩 

約 10分 

Ｉ街区 

野庭住宅の他街区 

Ｊ街区 

Ｉ街区 

至上永谷駅 

余剰地創出 


